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 第四章では、カルボン酸アミン塩が統計的に最も多く構築するラダー型水素結合ネットワーク、特に 21 らせん軸
を有したネットワークに見られるトポロジーについて考察した。その結果、トポロジーの異なる６種類の異性体が存
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れ、計 27 種類が理論的に構築されることが初めて提唱されている。 
 ⑶さらなる系の拡張として、ホスホン酸を用いた場合、さらに４本の水素結合を交えた新規な 10 面体状のネット
ワークを形成することを見いだしている。また、ホスホン酸アニオンを用いることにより、様々な水素結合様式に基
づく多様なクラスター構造の構築への戦略が初めて示されている。 
 ⑷カルボン酸アミン塩で統計的に最も多く構築されるラダー型水素結合ネットワークヘと理論を展開させ、その中
で特に 21 らせん軸を有したネットワークに見られるトポロジーについて考察し、トポロジーの異なる６種類の異性
体が存在することを明らかにしている。このトポロジーは、カルボン酸の酸素原子の違いからアミン分子のキラリテ
ィーが誘起されることによって生じており、水素結合の傾きから、左巻き・右巻きのらせんを形成することを見いだ
している。また、種々のリンカーを持つジカルボン酸でらせんを連結することによって、らせん集合体の配列制御を
達成している。 
 以上のように本論文は、単純な有機塩から形成される結晶中の水素結合ネットワークをトポロジーに基づき系統的
に研究し、官能基とトポロジーの多様性との相関について多くの新しい知見をまとめたものであり、超分子化学、分
子認識化学、有機化学、結晶工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと
認める。 
